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(57)【要約】
　内視鏡用コネクタは、外装筐体と、外装筐体の取付用
孔に取り付けられる電気コネクタと、外装筐体内部に配
置される第１金属部材と、電気コネクタに取り付けられ
る第２金属部材と、第１，第２金属部材間に挟持される
とともに、第１，第２金属部材間を電気的に絶縁する絶
縁部材本体（６６１）と、絶縁部材本体（６６１）に固
定されるコンデンサ（６７）と、絶縁部材本体（６６１
）に固定され、コンデンサ（６７）の一方の足（６７１
）に導通するとともに、第１金属部材に当接して第１金
属部材に導通する第１導通部材（６８）と、絶縁部材本
体（６６１）に固定され、コンデンサ（６７）の他方の
足に導通するとともに、第２金属部材に当接して第２金
属部材に導通する第２導通部材とを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内外を連通する取付用孔を有する外装筐体と、
　前記取付用孔に取り付けられる電気コネクタと、
　前記外装筐体内部に配置される第１金属部材と、
　前記電気コネクタに取り付けられる第２金属部材と、
　前記電気コネクタが前記取付用孔に取り付けられた状態で、前記第１金属部材及び前記
第２金属部材の間に挟持されるとともに、前記第１金属部材及び前記第２金属部材間を電
気的に絶縁する絶縁部材と、
　前記絶縁部材に固定されるコンデンサと、
　前記絶縁部材に固定され、前記コンデンサの一方の足に導通するとともに、前記電気コ
ネクタが前記取付用孔に取り付けられた状態で、前記第１金属部材に当接して前記第１金
属部材に導通する第１導通部材と、
　前記絶縁部材に固定され、前記コンデンサの他方の足に導通するとともに、前記電気コ
ネクタが前記取付用孔に取り付けられた状態で、前記第２金属部材に当接して前記第２金
属部材に導通する第２導通部材とを備える
　ことを特徴とする内視鏡用コネクタ。
【請求項２】
　前記第１導通部材は、
　フィンガーで構成されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用コネクタ。
【請求項３】
　前記第２導通部材は、
　フィンガーで構成されている
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の内視鏡用コネクタ。
【請求項４】
　前記絶縁部材は、
　少なくとも前記コンデンサの一方の足、または他方の足を覆う被覆部を有する
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載の内視鏡用コネクタ。
【請求項５】
　前記被覆部の肉厚は、
　０．４ｍｍ以上である
　ことを特徴とする請求項４に記載の内視鏡用コネクタ。
【請求項６】
　前記絶縁部材は、
　内部に前記電気コネクタの一部が収納される容器状に形成され、
　前記第２導通部材は、
　前記電気コネクタの一部が前記絶縁部材内部に収納された状態で、前記電気コネクタに
固定された前記第２金属部材に当接して前記第２金属部材に導通する
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載の内視鏡用コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被検体内に挿入される挿入部を有する超音波内視鏡と、挿入部の先端に設けられ
た超音波振動子からの信号を処理する超音波観測装置、及び挿入部の先端に設けられた撮
像素子からの信号を処理する内視鏡観察装置とを内視鏡用コネクタを介して接続した内視
鏡システムが知られている（例えば、特許文献１参照）。



(3) JP WO2017/038150 A1 2017.3.9

10

20

30

40

50

　特許文献１に記載の内視鏡用コネクタ（コネクタ部）は、取付用孔を有する外装筐体と
、当該取付用孔に取り付けられる超音波コネクタとを備える。また、外装筐体内部には、
内視鏡観察装置側の患者ＧＮＤに接続される金属である第１金属部材（コネクタ部本体）
と、超音波コネクタに取り付けられ、超音波観測装置側の接地ＧＮＤ金属である第２金属
部材（金属部材）とが配設される。そして、第１，第２金属部材は、超音波観測装置にて
生成される超音波画像をノイズの少ない良好な画像とし、かつ、電気的な安全性を確保す
るために、互いに電気的に分離されているとともに、コンデンサを介して高周波的に電気
接続されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１８５３９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の内視鏡用コネクタでは、コンデンサを介して第１，
第２金属部材間を高周波的に電気接続する際、コンデンサと第１金属部材間、及びコンデ
ンサと第２金属部材間をそれぞれリード線で接続している。このため、内視鏡用コネクタ
を組み立てるにあたって、リード線の接続作業を行う必要があるため、組立性を向上させ
ることが難しい、という問題がある。
【０００５】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、組立性を向上させることができる内視
鏡用コネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る内視鏡用コネクタは、内
外を連通する取付用孔を有する外装筐体と、前記取付用孔に取り付けられる電気コネクタ
と、前記外装筐体内部に配置される第１金属部材と、前記電気コネクタに取り付けられる
第２金属部材と、前記電気コネクタが前記取付用孔に取り付けられた状態で、前記第１金
属部材及び前記第２金属部材の間に挟持されるとともに、前記第１金属部材及び前記第２
金属部材間を電気的に絶縁する絶縁部材と、前記絶縁部材に固定されるコンデンサと、前
記絶縁部材に固定され、前記コンデンサの一方の足に導通するとともに、前記電気コネク
タが前記取付用孔に取り付けられた状態で、前記第１金属部材に当接して前記第１金属部
材に導通する第１導通部材と、前記絶縁部材に固定され、前記コンデンサの他方の足に導
通するとともに、前記電気コネクタが前記取付用孔に取り付けられた状態で、前記第２金
属部材に当接して前記第２金属部材に導通する第２導通部材とを備えることを特徴とする
。
【０００７】
　また、本発明に係る内視鏡用コネクタは、上記発明において、前記第１導通部材は、フ
ィンガーで構成されていることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明に係る内視鏡用コネクタは、上記発明において、前記第２導通部材は、フ
ィンガーで構成されていることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明に係る内視鏡用コネクタは、上記発明において、前記絶縁部材は、少なく
とも前記コンデンサの一方の足、または他方の足を覆う被覆部を有することを特徴とする
。
【００１０】
　また、本発明に係る内視鏡用コネクタは、上記発明において、前記被覆部の肉厚は、０
．４ｍｍ以上であることを特徴とする。
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【００１１】
　また、本発明に係る内視鏡用コネクタは、上記発明において、前記絶縁部材は、内部に
前記電気コネクタの一部が収納される容器状に形成され、前記第２導通部材は、前記電気
コネクタの一部が前記絶縁部材内部に収納された状態で、前記電気コネクタに固定された
前記第２金属部材に当接して前記第２金属部材に導通することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る内視鏡用コネクタでは、第１，第２金属部材間に絶縁部材を介在させるこ
とにより、第１，第２金属部材間を電気的に絶縁する。また、絶縁部材にコンデンサ及び
第１，第２導通部材を固定することにより、電気コネクタを取付用孔に取り付けた際に、
コンデンサを介して第１，第２金属部材を高周波的に電気接続する。
　したがって、本発明に係る内視鏡用コネクタによれば、電気コネクタを取付用孔に取り
付けるだけで、コンデンサを介して第１，第２金属部材間を高周波的に電気接続すること
ができ、組立性を向上させることができる、という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システムを模式的に示す図である。
【図２】図２は、図１に示した操作部内部における撮像ケーブルの配線状態を示す図であ
る。
【図３】図３は、図１に示した内視鏡用コネクタを前側でかつ左上側から見た斜視図であ
る。
【図４】図４は、図３に示した内視鏡用コネクタから超音波コネクタを取り外した状態を
示す斜視図である。
【図５】図５は、図３及び図４に示した外装筐体内部におけるＵＳケーブルの配線状態を
示す図である。
【図６】図６は、図３及び図４に示した外装筐体内部におけるＵＳケーブルの配線状態を
示す図である。
【図７】図７は、図３に示した内視鏡用コネクタから超音波コネクタを取り外し、当該超
音波コネクタを外装筐体内部側から見た斜視図である。
【図８】図８は、図７に示した超音波コネクタに第２金属部材を取り付けた状態を示す斜
視図である。
【図９】図９は、図８に示した超音波コネクタに絶縁部材を取り付けた状態を示す斜視図
である。
【図１０】図１０は、図９に示した絶縁部材本体を外装筐体内部側から見た斜視図である
。
【図１１】図１１は、図９に示した絶縁部材本体を超音波コネクタ側から見た斜視図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、図面を参照して、本発明を実施するための形態（以下、実施の形態）について
説明する。なお、以下に説明する実施の形態によって本発明が限定されるものではない。
さらに、図面の記載において、同一の部分には同一の符号を付している。
【００１５】
　〔内視鏡システムの概略構成〕
　図１は、本発明の実施の形態に係る内視鏡システム１を模式的に示す図である。
　内視鏡システム１は、超音波内視鏡を用いて人等の被検体内の超音波診断を行うシステ
ムである。この内視鏡システム１は、図１に示すように、内視鏡２と、超音波観測装置３
と、内視鏡観察装置４と、表示装置５とを備える。
　内視鏡２は、一部を被検体内に挿入可能とし、被検体内の体壁に向けて超音波パルスを
送信するとともに被検体にて反射された超音波エコーを受信してエコー信号を出力する機
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能、及び被検体内を撮像して画像信号を出力する機能を有する超音波内視鏡である。
　なお、内視鏡２の詳細な構成については、後述する。
【００１６】
　超音波観測装置３は、超音波ケーブル３１（図１）を介して内視鏡２に電気的に接続し
、超音波ケーブル３１を介して内視鏡２にパルス信号を出力するとともに内視鏡２からエ
コー信号を入力する。そして、超音波観測装置３は、当該エコー信号に所定の処理を施し
て超音波画像を生成する。
　内視鏡観察装置４には、内視鏡２の後述する内視鏡用コネクタ６（図３参照）が着脱自
在に接続される。この内視鏡観察装置４は、図１に示すように、ビデオプロセッサ４１と
、光源装置４２とを備える。
　ビデオプロセッサ４１は、内視鏡用コネクタ６を介して内視鏡２に制御信号を出力する
とともに、内視鏡用コネクタ６を介して内視鏡２からの画像信号を入力する。そして、ビ
デオプロセッサ４１は、当該画像信号に所定の処理を施して内視鏡画像を生成する。
　光源装置４２は、内視鏡用コネクタ６を介して被検体内を照明する照明光を内視鏡２に
供給する。
　表示装置５は、液晶または有機ＥＬ（Electro　Luminescence）を用いて構成され、超
音波観測装置３にて生成された超音波画像や、内視鏡観察装置４にて生成された内視鏡画
像等を表示する。
【００１７】
　〔内視鏡の構成〕
　内視鏡２は、図１に示すように、挿入部２１と、操作部２２と、ユニバーサルケーブル
２３と、内視鏡用コネクタ６とを備える。
　ここで、内視鏡２内部（挿入部２１、操作部２２、ユニバーサルケーブル２３、及び内
視鏡用コネクタ６内部）には、具体的な図示は省略したが、光源装置４２から供給された
照明光を伝送するライトガイド、超音波観測用（パルス信号やエコー信号の伝送用）のＵ
Ｓケーブル、及び内視鏡観察用（制御信号や画像信号等の伝送用）の撮像ケーブルＣ１（
図２参照）等が引き回されている。
【００１８】
　挿入部２１は、被検体内に挿入される部分である。この挿入部２１は、図１に示すよう
に、先端に設けられる超音波探触子２１１と、超音波探触子２１１の基端側（操作部２２
側）に連結される硬性部材２１２と、硬性部材２１２の基端側に連結され湾曲可能とする
湾曲部２１３と、湾曲部２１３の基端側に連結され可撓性を有する可撓管部２１４とを備
える。
　ここで、挿入部２１内部（硬性部材２１２、湾曲部２１３、及び可撓管部２１４）には
、具体的な図示は省略したが、上述したライトガイド、ＵＳケーブル、及び撮像ケーブル
Ｃ１（図２参照）の他、各種処置具（例えば、穿刺針等）が挿通される処置具チューブ等
が引き回されている。
【００１９】
　超音波探触子２１１は、図１に示す例では、コンベックス型の超音波探触子であり、複
数の超音波振動子（図示略）が凸型の円弧を形成するように規則的に配列された構成を有
する。
　ここで、超音波振動子は、音響レンズ、圧電素子、及び整合層を有し、被検体内の体壁
よりも内部の超音波断層画像に寄与する超音波エコーを取得する。
　そして、超音波探触子２１１は、上述したＵＳケーブル、及び超音波ケーブル３１を介
して、超音波観測装置３から入力したパルス信号を超音波パルスに変換して被検体内に送
信する。また、超音波探触子２１１は、被検体内で反射された超音波エコーを電気的なエ
コー信号に変換し、上記ＵＳケーブル、及び超音波ケーブル３１を介して超音波観測装置
３に出力する。
【００２０】
　硬性部材２１２は、樹脂材料から構成された硬質部材であり、略円柱形状を有する。



(6) JP WO2017/038150 A1 2017.3.9

10

20

30

40

50

　ここで、硬性部材２１２には、具体的な図示は省略したが、観察窓、照明窓、及び処置
具通路等が形成されている。
　これら観察窓、照明窓、及び処置具通路は、硬性部材２１２の基端（操作部２２側の端
部）から先端に向けて貫通した孔であり、具体的には以下の機能を有する。
　観察窓は、被検体内の光学像を取得するための孔である。そして、観察窓内部には、上
述した撮像ケーブルＣ１（図２参照）に接続され、被検体内の光学像に応じた画像信号を
出力する撮像素子（図示略）と、対物レンズ（図示略）が結合した状態で挿通されている
。当該撮像素子から出力された画像信号は、上述した撮像ケーブルＣ１（図２参照）を介
して内視鏡観察装置４（ビデオプロセッサ４１）に伝送される。
　照明窓は、被検体内に照明光を照射するための孔である。そして、照明窓内部には、上
述したライトガイドの出射端側が挿通されている。
　処置具通路は、各種処置具を外部に突出させるための孔である。そして、処置具通路に
は、上述した処置具チューブが接続される。
【００２１】
　操作部２２は、挿入部２１の基端側に連結され、医師等からの各種操作を受け付ける部
分である。この操作部２２は、図１に示すように、湾曲部２１３を湾曲操作するための湾
曲ノブ２２１と、各種操作を行うための複数の操作部材２２２とを備える。
　また、操作部２２には、上述した処置具チューブに連通し、当該処置具チューブに各種
処置具を挿通するための処置具挿入口２２３が形成されている。
【００２２】
　図２は、操作部２２内部における撮像ケーブルＣ１の配線状態を示す図である。
　ここで、操作部２２内部において、撮像ケーブルＣ１（図２）は、以下のように配線さ
れている。
　撮像ケーブルＣ１は、図２に示すように、第１撮像ケーブルＣ１１と、第２撮像ケーブ
ルＣ１２とを備える。
　第１撮像ケーブルＣ１１は、一端が上述した撮像素子に電気的に接続され、複数回、蛇
行を繰り返しながら、他端が操作部２２内部に配設される中継基板Ｒｂに電気的に接続さ
れる。そして、第１撮像ケーブルＣ１１は、上述した撮像素子と中継基板Ｒｂとの間で画
像信号や制御信号の伝送を行う。なお、図２では、中継基板Ｒｂを一点鎖線で図示したが
、当該中継基板Ｒｂは、箱形状を有し、内視鏡観察装置４側の患者ＧＮＤと同電位に接続
されたシールド部材Ｓｈ１内部に配設されている。
【００２３】
　第２撮像ケーブルＣ１２は、一端が中継基板Ｒｂに電気的に接続され、他端が内視鏡用
コネクタ６内部に配設された後述する第１回路基板Ｃｂ１（図５参照）に電気的に接続さ
れる。そして、第２撮像ケーブルＣ１２は、中継基板Ｒｂと第１回路基板Ｃｂ１との間で
画像信号や制御信号の伝送を行う。
　上述した第１，第２撮像ケーブルＣ１１，Ｃ１２の各シールド（例えば、編組シールド
等）には、図２に示すように、ジャンパ線Ｊ１，Ｊ２の各一端がそれぞれ電気的に接続さ
れている。そして、ジャンパ線Ｊ１，Ｊ２の各他端は、ラグ端子Ｒ１，Ｒ２を介して、シ
ールド部材Ｓｈ１に対して、ネジＳｃにより共締めされている。
　すなわち、第１，第２撮像ケーブルＣ１１，Ｃ１２の各シールドは、同電位性が確保さ
れているとともに、患者ＧＮＤと同電位に接続されている。
【００２４】
　ユニバーサルケーブル２３は、一端が操作部２２に接続し、上述したライトガイド、Ｕ
Ｓケーブル、及び撮像ケーブル（第２撮像ケーブルＣ１２）の他、操作部２２への各種操
作（例えば、内視鏡画像のフリーズ、レリーズ、及びエッジ強調を指示する操作や、光源
装置４２の調光を指示する操作等）に応じた操作信号を伝送するリモートスイッチケーブ
ルが内設されたケーブルである。
　内視鏡用コネクタ６は、ユニバーサルケーブル２３の他端に設けられ、超音波観測装置
３に接続された超音波ケーブル３１、及び内視鏡観察装置４（ビデオプロセッサ４１及び
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光源装置４２）と接続するためのコネクタである。
【００２５】
　〔内視鏡用コネクタの構成〕
　次に、内視鏡用コネクタ６の構成について説明する。
　以下では、内視鏡用コネクタ６を内視鏡観察装置４に接続した際の姿勢を基準に、当該
姿勢での上側を「上」、当該姿勢での下側を「下」、内視鏡観察装置４に近接する側を「
前」、内視鏡観察装置４から離間する側を「後」、当該姿勢で前側から見た際の左側を「
左」、当該姿勢で前側から見た際の右側を「右」とする。
　図３は、内視鏡用コネクタ６を前側でかつ左上側から見た斜視図である。図４は、図３
に示した内視鏡用コネクタ６から超音波コネクタ６３を取り外した状態を示す斜視図であ
る。
　また、図３及び図４では、内視鏡用コネクタ６の上述した「上下」、「前後」、及び「
左右」を識別するために、ＸＹＺ直交座標を図示している。ここで、＋Ｚ軸方向は、内視
鏡用コネクタ６の「上方向」である。＋Ｘ軸方向は、内視鏡用コネクタ６の「左方向」で
ある。＋Ｙ軸方向は、内視鏡用コネクタ６の「前方向」である。
【００２６】
　内視鏡用コネクタ６は、図３または図４に示すように、外装筐体６１と、プラグ部６２
と、超音波コネクタ６３（図３）と、第１金属部材６４（図４）と、第２金属部材６５（
図８参照）と、絶縁部材６６（図９～図１１参照）とを備える。
　外装筐体６１は、図３または図４に示すように、前後方向（Ｙ軸方向）に延びる略円筒
形状を有する。そして、外装筐体６１は、後側の開口部分を介して、ユニバーサルケーブ
ル２３（上述したライトガイド、ＵＳケーブル、撮像ケーブル（第２撮像ケーブルＣ１２
）、及びリモートスイッチケーブル等）が内部に挿通される。また、外装筐体６１の後側
には、図３または図４に示すように、折れ止め部材６１１が設けられている。
【００２７】
　以上説明した外装筐体６１の側面には、図３または図４に示すように、＋Ｘ軸方向に膨
出する膨出部６１２が形成されている。
　この膨出部６１２は、外装筐体６１内部に連通し、中空形状を有する。そして、この膨
出部６１２には、図３または図４に示すように、開口面がＹＺ平面内に位置し、外装筐体
６１内外を連通する取付用孔６１２Ａが形成されている。この取付用孔６１２Ａは、超音
波コネクタ６３が取り付けられる孔である。
【００２８】
　図５及び図６は、外装筐体６１内部におけるＵＳケーブルＣ２の配線状態を示す図であ
る。具体的に、図５は、当該配線状態を図３または図４で示した右側から見た図である。
図６は、当該配線状態を図３または図４で示した上側から見た図である。
　ここで、外装筐体６１内部には、図５または図６に示すように、第１回路基板Ｃｂ１（
図５）と、第２回路基板Ｃｂ２（図５）と、シールドケースＳｈ２（図５）等が配設され
ている。
　第１，第２回路基板Ｃｂ１，Ｃｂ２は、外装筐体６１内部において、ＸＹ平面に略平行
な姿勢で、Ｚ軸方向に互いに対向した姿勢で、第１金属部材６４に支持されている。なお
、図５及び図６では、説明の便宜上、第１金属部材６４の一部のみを図示し、その他の部
分については図示を省略している。
　第１回路基板Ｃｂ１は、図５に示すように、プラグ部６２の各第１，第２電気接点６２
１Ａ，６２２Ａに対して信号ケーブルＣ３を介して電気的に接続するとともに、第２撮像
ケーブルＣ１２の他端が接続される。なお、図５では、第１回路基板Ｃｂ１を一点鎖線で
図示したが、当該第１回路基板Ｃｂ１は、箱形状を有し、内視鏡観察装置４側の患者ＧＮ
Ｄと同電位に接続されたシールド部材Ｓｈ３内部に配設されている。
【００２９】
　第２回路基板Ｃｂ２は、図５に示すように、外装筐体６１内部において、第１回路基板
Ｃｂ１に平行となる姿勢で配設される。また、第２回路基板Ｃｂ２は、具体的な図示は省
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略したが、信号ケーブルを介して第１回路基板Ｃｂ１との間で信号の伝送を可能に電気的
に接続するとともに、操作部２２からユニバーサルケーブル２３を介して外装筐体６１内
部まで引き回された上述したリモートスイッチケーブルが接続される。具体的に、リモー
トスイッチケーブルは、フレキシブル基板Ｆｐ（図５，図６）に接続される。そして、フ
レキシブル基板Ｆｐは、第２回路基板Ｃｂ２の後側から、当該第２回路基板Ｃｂ２に実装
されたＦＰＣ（Flexible　Printed　Circuits）コネクタ（図示略）に接続される。なお
、図５及び図６では、第２回路基板Ｃｂ２を一点鎖線で図示したが、当該第２回路基板Ｃ
ｂ２は、箱形状を有し、内視鏡観察装置４側の患者ＧＮＤと同電位に接続されたシールド
部材Ｓｈ４内部に配設されている。
【００３０】
　そして、ＵＳケーブルＣ２は、図５または図６に示すように、外装筐体６１内部におい
て、第１回路基板Ｃｂ１から離れた位置、すなわち、第２回路基板Ｃｂ２の上面に配され
、複数回、蛇行を繰り返しながら、超音波コネクタ６３側に引き回される。
　すなわち、第１，第２回路基板Ｃｂ１，Ｃｂ２を比較した場合に内視鏡観察装置４に対
して最も近い位置で電気的に接続される第１回路基板Ｃｂ１からノイズが発生しやすいと
ころ、当該第１回路基板Ｃｂ１から離間した位置でＵＳケーブルＣ２を引き回している。
このため、ＵＳケーブルＣ２へのノイズの影響を抑制することができ、超音波画像をノイ
ズの少ない良好な画像とすることができる。
　ＵＳケーブルＣ２において、上述した蛇行した部分、すなわち、少なくとも９０°以下
の角度で屈曲した部分には、当該部分の傷付きを防止するために、熱収縮チューブが未収
縮の状態で被せられている。なお、ＵＳケーブルＣ２において、外装筐体６１内部の他、
例えば、操作部２２内部からユニバーサルケーブル２３内部に引き回される部分等、少な
くとも９０°以下の角度で屈曲した部分がある場合には、同様に、当該部分に熱収縮チュ
ーブを未収縮の状態で被せても構わない。
【００３１】
　ここで、第１金属部材６４において、第２回路基板Ｃｂ２の後側に位置する部分には、
図５または図６に示すように、固定ピンＰｉが取り付けられている。そして、固定ピンＰ
ｉは、フレキシブル基板ＦｐとＵＳケーブルＣ２との間に位置付けられる。
　すなわち、固定ピンＰｉにより、フレキシブル基板ＦｐとＵＳケーブルＣ２との機械的
な干渉を防止することができ、フレキシブル基板Ｆｐが第２回路基板Ｃｂ２に実装された
ＦＰＣコネクタから外れてしまうことを防止することができる。
【００３２】
　シールドケースＳｈ２は、外装筐体６１内面に倣う略円筒形状を有するシールド部材で
ある。そして、シールドケースＳｈ２は、図５に示すように、フィンガーＦｇを介してシ
ールド部材Ｓｈ３に導通している。
　すなわち、シールドケースＳｈ２は、内視鏡観察装置４側の患者ＧＮＤと同電位に接続
され、第１，第２回路基板Ｃｂ１，Ｃｂ２から発生する放射ノイズを低減する。
【００３３】
　プラグ部６２は、内視鏡観察装置４に挿し込まれ、ビデオプロセッサ４１及び光源装置
４２に接続する部分であり、図３または図４に示すように、外装筐体６１における前側の
開口部分に取り付けられる。このプラグ部６２は、図３または図４に示すように、第１，
第２電気コネクタ部６２１，６２２と、ライトガイド口金６２３とを備える。
　第１電気コネクタ部６２１は、図３または図４に示すように、プラグ部６２の最も後側
に位置し、前後方向に延びる円柱形状を有する。
　この第１電気コネクタ部６２１において、外周面の一部には、周方向に沿って複数の第
１電気接点６２１Ａが設けられている。
　第２電気コネクタ部６２２は、図３または図４に示すように、第１電気コネクタ部６２
１の前側に一体形成され、第１電気コネクタ部６２１の外径寸法よりも小さい外径寸法を
有する円柱形状を有する。
　この第２電気コネクタ部６２２において、外周面の一部には、周方向に沿って複数の第
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２電気接点６２２Ａが設けられている。
　以上説明した複数の第１，第２電気接点６２１Ａ，６２２Ａは、上述したように、信号
ケーブルＣ３及び第１，第２回路基板Ｃｂ１，Ｃｂ２を介して、撮像ケーブルＣ１や上述
したリモートスイッチケーブルに電気的に接続する。また、複数の第１，第２電気接点６
２１Ａ，６２２Ａは、プラグ部６２が内視鏡観察装置４に挿し込まれた状態で、ビデオプ
ロセッサ４１に電気的に接続する。すなわち、複数の第１，第２電気接点６２１Ａ，６２
２Ａは、撮像ケーブルＣ１や上述したリモートスイッチケーブルとビデオプロセッサ４１
とを電気的に接続する部分である。
【００３４】
　ライトガイド口金６２３は、第２電気コネクタ部６２２における前側の端面に取り付け
られ、当該前側の端面から＋Ｙ軸方向に突出する。
　そして、ライトガイド口金６２３には、上述したライトガイドの入射端側が挿通される
。また、ライトガイド口金６２３は、プラグ部６２が内視鏡観察装置４に挿し込まれた状
態で、光源装置４２に接続する。すなわち、ライトガイド口金６２３は、上述したライト
ガイドと光源装置４２とを光学的に接続する部分である。
【００３５】
　図７は、内視鏡用コネクタ６から超音波コネクタ６３を取り外し、当該超音波コネクタ
６３を外装筐体６１内部側から見た斜視図である。
　超音波コネクタ６３は、ＵＳケーブルＣ２と超音波ケーブル３１とを電気的に接続する
ための電気コネクタである。この超音波コネクタ６３は、図３または図７に示すように、
超音波基板６３１（図７）と、枠部材６３２と、電気接続部材６３３（図７）と、スペー
サ６３４（図７）とを備える。
　超音波基板６３１は、略円板形状を有し、表面（外装筐体６１内部側の面）に、複数（
本実施の形態では、１２個）のＦＰＣコネクタ６３１１（図７）及び複数のピン状端子６
３１２（図３，図７）が実装された基板である。
【００３６】
　外装筐体６１内部において、図６に示したように超音波コネクタ６３側に引き回された
ＵＳケーブルＣ２の一端は、複数のフレキシブル基板（図示略）に接続される。そして、
複数のＦＰＣコネクタ６３１１には、当該複数のフレキシブル基板（ＵＳケーブルＣ２）
が接続される。
　複数のピン状端子６３１２は、超音波基板６３１の略中央部分において、マトリクス状
に配列されている。そして、複数のピン状端子６３１２は、ＦＰＣコネクタ６３１１及び
上述した複数のフレキシブル基板を介してＵＳケーブルＣ２に電気的に接続するとともに
、超音波ケーブル３１が超音波コネクタ６３に接続された際に、当該超音波ケーブル３１
に電気的に接続する。
【００３７】
　枠部材６３２は、図３または図７に示すように、円筒状の金属部材で構成され、超音波
ケーブル３１側のコネクタに機械的に接続する部分である。そして、枠部材６３２は、一
端側（外装筐体６１内部側）の開口部分にて超音波基板６３１を支持する。
　電気接続部材６３３は、図７に示すように、断面Ｌ字形状の金属部材で構成され、断面
Ｌ字の一端側の部分６３３１が超音波基板６３１の表面（外装筐体６１内部側の面）に対
向する姿勢で、断面Ｌ字の他端側の部分６３３２が枠部材６３２に接続される。なお、電
気接続部材６３３における断面Ｌ字の一端側の部分６３３１と超音波基板６３１の表面（
複数のピン状端子６３１２）との間には、絶縁シート６３３３が配設されている。
　そして、電気接続部材６３３における断面Ｌ字の一端側の部分６３３１には、ＵＳケー
ブルＣ２の一端側が固定される。
　スペーサ６３４は、図７に示すように、超音波基板６３１の外縁部分の一部を覆う略円
筒状の金属部材（シールド部材）であり、枠部材６３２の一端側（外装筐体６１内部側）
に固定される。
【００３８】
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　第１金属部材６４は、図４または図５に一部を図示したように、外装筐体６１内部にお
いて、前後方向（Ｙ軸方向）に延びる補強用の金属フレームであり、上述したように、第
１，第２回路基板Ｃｂ１，Ｃｂ２等を支持する。そして、第１金属部材６４は、内視鏡観
察装置４側の患者ＧＮＤと同電位に接続される。
【００３９】
　図８は、図７に示した超音波コネクタ６３に第２金属部材６５を取り付けた状態を示す
斜視図である。
　第２金属部材６５は、図８に示すように、容器状に形成され、超音波基板６３１の外縁
部分の一部（スペーサ６３４にて覆われていない外縁部分）、及び超音波基板６３１の表
面を覆うように枠部材６３２にネジ等により固定される。すなわち、超音波基板６３１は
、枠部材６３２、電気接続部材６３３、スペーサ６３４、及び第２金属部材６５にて周囲
を覆われていることによりほぼ完全にシールドされ、外来ノイズに強い構造になっている
。
　そして、上述した枠部材６３２、電気接続部材６３３、スペーサ６３４、及び第２金属
部材６５は、超音波ケーブル３１を介して超音波観測装置３側の接地ＧＮＤと同電位に接
続される。
　この第２金属部材６５の側面部分において、枠部材６３２に固定された際に、電気接続
部材６３３に対向する側面部分には、図８に示すように、ＵＳケーブルＣ２の一端側を第
２金属部材６５内部に挿通するための切欠部６５１が形成されている。
【００４０】
　図９は、図８に示した超音波コネクタ６３に絶縁部材６６を取り付けた状態を示す斜視
図である。
　絶縁部材６６は、絶縁性材料から構成され、第１，第２金属部材６４，６５間を電気的
に絶縁する部材である。そして、絶縁部材６６は、図９に示すように、絶縁部材本体６６
１と、保護部材６６２とを備える。
【００４１】
　図１０は、絶縁部材本体６６１を外装筐体６１内部側から見た斜視図である。図１１は
、絶縁部材本体６６１を超音波コネクタ６３側から見た斜視図である。
　絶縁部材本体６６１は、図９ないし図１１に示すように、有底円筒形状を有し、内部に
超音波コネクタ６３の一部が収納された状態で、スペーサ６３４または第２金属部材６５
を介して枠部材６３２にネジ等により固定される。超音波コネクタ６３の一部が絶縁部材
本体６６１の内部に収納された状態では、絶縁部材本体６６１は、第２金属部材６５全体
を覆う。そして、絶縁部材本体６６１は、超音波コネクタ６３が取付用孔６１２Ａに取り
付けられた状態で、第１，第２金属部材６４，６５間に介装され（挟持され）、第１，第
２金属部材６４，６５間を電気的に絶縁する。
【００４２】
　この絶縁部材本体６６１において、底面部分には、図１０または図１１に示すように、
収納部６６１１（図１０）と、第１凹部６６１２（図１０）と、第２凹部６６１３（図１
１）と、切欠部６６１４とが形成されている。
　収納部６６１１は、絶縁部材本体６６１における底面部分の外側面（外装筐体６１内部
側の面）に形成されている。この収納部６６１１は、図１０に示すように、当該外側面か
ら突出して互いに平行に延びる第１，第２壁部６６１１Ａ，６６１１Ｂと、当該外側面か
ら突出し第１，第２壁部６６１１Ａ，６６１１Ｂ間を接続する第３壁部６６１１Ｃと、当
該外側面に平行に延び第１～第３壁部６６１１Ａ～６６１１Ｃ間に架設される閉塞部６６
１１Ｄとで構成されている。すなわち、収納部６６１１は、第３壁部６６１１Ｃから離間
した側に開口部６６１１Ｅを有し、開口部６６１１Ｅを介して所定の部材を収納可能に構
成されている。
　そして、収納部６６１１内部には、図１０に示すように、開口部６６１１Ｅを介して、
コンデンサ６７が配設されている。
　なお、第１，第２壁部６６１１Ａ，６６１１Ｂは、絶縁部材本体６６１が枠部材６３２
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に固定された状態で、電気接続部材６３３における断面Ｌ字の一端側の部分６３３１と同
方向に延びるように形成されている。
【００４３】
　第１凹部６６１２は、図１０に示すように、絶縁部材本体６６１における底面部分の外
側面に形成された凹部であり、開口部６６１１Ｅに隣接した位置に形成されている。
　そして、第１凹部６６１２には、図１０に示すように、本発明に係る第１導通部材とし
て機能する第１フィンガー６８が固定されている。また、収納部６６１１内部に配設され
たコンデンサ６７の一方の足６７１は、開口部６６１１Ｅを介して収納部６６１１外部に
引き出され、第１凹部６６１２に固定された第１フィンガー６８に対して半田等により固
定されている。
【００４４】
　第２凹部６６１３は、図１１に示すように、絶縁部材本体６６１における底面部分の内
側面（超音波コネクタ６３側の面）に形成された凹部であり、第３壁部６６１１Ｃに近接
した位置に形成されている。また、第２凹部６６１３には、収納部６６１１内部に連通す
る連通孔６６１３Ａが形成されている。
　そして、第２凹部６６１３には、図１１に示すように、本発明に係る第２導通部材とし
て機能する第２フィンガー６９が固定されている。また、収納部６６１１内部に配設され
たコンデンサ６７の他方の足６７２は、連通孔６６１３Ａを介して第２凹部６６１３内部
に引き出され、第２凹部６６１３に固定された第２フィンガー６９に対して半田等により
固定されている。
【００４５】
　そして、第２フィンガー６９は、絶縁部材本体６６１が枠部材６３２に固定された状態
で、第２金属部材６５に当接して第２金属部材６５に導通する。また、第１フィンガー６
８は、超音波コネクタ６３が取付用孔６１２Ａに取り付けられた状態で、第１金属部材６
４に当接して第１金属部材６４に導通する。すなわち、第１，第２金属部材６４，６５は
、コンデンサ６７を介して高周波的に電気接続されることとなる。
【００４６】
　以上説明した絶縁部材本体６６１は、超音波コネクタ６３側から見て、コンデンサ６７
の一方の足６７１及び第１フィンガー６８を覆う（図１１）。また、絶縁部材本体６６１
は、外装筐体６１内部側から見て、コンデンサ６７の他方の足６７２及び第２フィンガー
６９を覆う（図１０）。すなわち、絶縁部材本体６６１は、本発明に係る被覆部としての
機能を有する。
　そして、絶縁部材本体６６１の略全体は、その肉厚が０．４ｍｍ以上となるように形成
されている。
【００４７】
　切欠部６６１４は、図１０または図１１に示すように、絶縁部材本体６６１の側面部分
の一部が切り欠かれた部分であり、絶縁部材本体６６１が枠部材６３２に固定された状態
で、第２金属部材６５の切欠部６５１に対向する位置に形成されている。そして、ＵＳケ
ーブルＣ２の一端側は、切欠部６６１４（６５１）を介して絶縁部材本体６６１（第２金
属部材６５）内部に挿通され、電気接続部材６３３における断面Ｌ字の一端側の部分６３
３１に固定される。
【００４８】
　保護部材６６２は、切欠部６６１４，６５１を介して絶縁部材本体６６１及び第２金属
部材６５内部に挿通されるＵＳケーブルＣ２の一端側を保護する部材である。この保護部
材６６２は、図９に示すように、断面Ｌ字形状を有し、電気接続部材６３３に固定された
ＵＳケーブルＣ２を、断面Ｌ字の一端側の部分６６２１にて図９中、上側（外装筐体６１
内部側）に折り曲げ、断面Ｌ字の他端側の部分６６２２にて閉塞部６６１１Ｄの外面に沿
うようにさらに折り曲げた状態で、枠部材６３２にネジ等により固定される。すなわち、
電気接続部材６３３に固定されたＵＳケーブルＣ２の一端側は、保護部材６６２により、
略Ｕ字形状を有する姿勢で固定された状態（図９では破線で図示）となり、略Ｕ字部分の
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曲げＲ規制、及び規制した曲げＲを保持した状態でＵＳケーブルＣ２の保護が可能である
。
【００４９】
　以上説明した本実施の形態に係る内視鏡用コネクタ６では、第１，第２金属部材６４，
６５間に絶縁部材６６を介在させることにより、第１，第２金属部材６４，６５間を電気
的に絶縁する。また、絶縁部材６６にコンデンサ６７及び第１，第２フィンガー６８，６
９を固定することにより、超音波コネクタ６３を取付用孔６１２Ａに取り付けた際に、コ
ンデンサ６７を介して第１，第２金属部材６４，６５を高周波的に電気接続する。
　したがって、本実施の形態に係る内視鏡用コネクタ６によれば、超音波コネクタ６３を
取付用孔６１２Ａに取り付けるだけで、コンデンサ６７を介して第１，第２金属部材６４
，６５間を高周波的に電気接続することができ、組立性を向上させることができる、とい
う効果を奏する。
【００５０】
　また、本実施の形態に係る内視鏡用コネクタ６では、本発明に係る第１，第２導通部材
として、第１，第２フィンガー６８，６９を採用している。このため、簡素な構成により
、コンデンサ６７の足６７１，６７２と第１，第２金属部材６４，６５とを確実に導通さ
せることができる。
【００５１】
　また、本実施の形態に係る内視鏡用コネクタ６では、本発明に係る被覆部として機能す
る絶縁部材本体６６１は、略全体の肉厚が０．４ｍｍ以上に設定されている。このため、
第１，第２金属部材６４，６５間を確実に電気的に絶縁することができる。
【００５２】
　また、本実施の形態に係る内視鏡用コネクタ６では、絶縁部材本体６６１は、内部に超
音波コネクタ６３の一部が収納される容器状に形成されている。このため、絶縁部材本体
６６１を枠部材６３２に固定するだけで、コンデンサ６７の他方の足６７２（第２フィン
ガー６９）と第２金属部材６５とを導通させることができる。したがって、内視鏡用コネ
クタ６の組立性をさらに向上させることができる。
【００５３】
（その他の実施形態）
　ここまで、本発明を実施するための形態を説明してきたが、本発明は上述した実施の形
態によってのみ限定されるべきものではない。
　上述した実施の形態では、内視鏡システム１は、超音波画像を生成するための機能、及
び内視鏡画像を生成するための機能の双方を有していたが、これに限られず、いずれか一
方の機能のみを有する構成としても構わない。
　上述した実施の形態では、絶縁部材本体６６１は、容器状に形成されていたが、これに
限られず、第１，第２金属部材６４，６５間を電気的に絶縁することができれば、例えば
、絶縁部材本体６６１の側面部分を省略し、底面部分のみの構成としても構わない。また
、収納部６６１１は、絶縁部材本体６６１における底面部分の外側面に形成されていたが
、これに限られず、絶縁部材本体６６１における底面部分の内側面に形成した構成として
も構わない。
　上述した実施の形態では、コンデンサ６７は、１つのみ設けられていたが、これに限ら
れず、並列に接続されていれば、２つ以上、設けた構成としても構わない。
　上述した実施の形態において、内視鏡システム１は、医療分野に限られず、工業分野に
おいて用いられ、機械構造物等の被検体内部を観察する内視鏡システムとしても構わない
。
【符号の説明】
【００５４】
　１　内視鏡システム
　２　内視鏡
　３　超音波観測装置
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　４　内視鏡観察装置
　５　表示装置
　６　内視鏡用コネクタ
　２１　挿入部
　２２　操作部
　２３　ユニバーサルケーブル
　３１　超音波ケーブル
　４１　ビデオプロセッサ
　４２　光源装置
　６１　外装筐体
　６２　プラグ部
　６３　超音波コネクタ
　６４　第１金属部材
　６５　第２金属部材
　６６　絶縁部材
　６７　コンデンサ
　６８，６９　第１，第２フィンガー
　２１１　超音波探触子
　２１２　硬性部材
　２１３　湾曲部
　２１４　可撓管部
　２２１　湾曲ノブ
　２２２　操作部材
　２２３　処置具挿入口
　６１１　折れ止め部材
　６１２　膨出部
　６１２Ａ　取付用孔
　６２１，６２２　第１，第２電気コネクタ部
　６２１Ａ，６２２Ａ　第１，第２電気接点
　６２３　ライトガイド口金
　６３１　超音波基板
　６３２　枠部材
　６３３　電気接続部材
　６５１　切欠部
　６６１　絶縁部材本体
　６６２　保護部材
　６７１，６７２　コンデンサの足
　６３１１　ＦＰＣコネクタ
　６３１２　端子
　６３３１，６３３２　部分
　６３３３　絶縁シート
　６６１１　収納部
　６６１１Ａ～６６１１Ｃ　第１～第３壁部
　６６１１Ｄ　閉塞部
　６６１１Ｅ　開口部
　６６１２，６６１３　第１，第２凹部
　６６１４　切欠部
　６６２１，６６２２　部分
　Ｃ１　撮像ケーブル
　Ｃ２　ＵＳケーブル
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　Ｃ３　信号ケーブル
　Ｃ１１　第１撮像ケーブル
　Ｃ１２　第２撮像ケーブル
　Ｃｂ１　第１回路基板
　Ｃｂ２　第２回路基板
　Ｆｐ　フレキシブル基板
　Ｆｇ　フィンガー
　Ｊ１，Ｊ２　ジャンパ線
　Ｐｉ　固定ピン
　Ｒ１，Ｒ２　ラグ端子
　Ｒｂ　中継基板
　Ｓｃ　ネジ
　Ｓｈ１，Ｓｈ３，Ｓｈ４　シールド部材
　Ｓｈ２　シールドケース

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月6日(2017.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内外を連通する取付用孔を有する外装筐体と、
　前記取付用孔に取り付けられる電気コネクタと、
　前記外装筐体内部に配置される第１金属部材と、
　前記電気コネクタに取り付けられる第２金属部材と、
　前記電気コネクタが前記取付用孔に取り付けられた状態で、前記第１金属部材及び前記
第２金属部材の間に挟持されるとともに、前記第１金属部材及び前記第２金属部材間を電
気的に絶縁する絶縁部材と、
　前記絶縁部材に固定されるコンデンサと、
　前記絶縁部材に固定され、前記コンデンサの一方の足に導通するとともに、前記電気コ
ネクタが前記取付用孔に取り付けられた状態で、前記第１金属部材に当接して前記第１金
属部材に導通する第１導通部材と、
　前記絶縁部材に固定され、前記コンデンサの他方の足に導通するとともに、前記電気コ
ネクタが前記取付用孔に取り付けられた状態で、前記第２金属部材に当接して前記第２金
属部材に導通する第２導通部材とを備える
　ことを特徴とする内視鏡用コネクタ。
【請求項２】
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　前記第１導通部材は、
　フィンガーで構成されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用コネクタ。
【請求項３】
　前記第２導通部材は、
　フィンガーで構成されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用コネクタ。
【請求項４】
　前記絶縁部材は、
　少なくとも前記コンデンサの一方の足、または他方の足を覆う被覆部を有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用コネクタ。
【請求項５】
　前記被覆部の肉厚は、
　０．４ｍｍ以上である
　ことを特徴とする請求項４に記載の内視鏡用コネクタ。
【請求項６】
　前記絶縁部材は、
　内部に前記電気コネクタの一部が収納される容器状に形成され、
　前記第２導通部材は、
　前記電気コネクタの一部が前記絶縁部材内部に収納された状態で、前記電気コネクタに
固定された前記第２金属部材に当接して前記第２金属部材に導通する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用コネクタ。
【請求項７】
　前記第１金属部材は、
　内視鏡観察装置の患者ＧＮＤと同電位に接続されており、
　前記第２金属部材は、
　超音波観測装置の接地ＧＮＤと同電位に接続されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用コネクタ。
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摘要(译)

内窥镜连接器包括：外壳；附接至外壳的安装孔的电连接器；布置在外
壳内部的第一金属构件；以及附接至电连接器的第二金属构件。 绝缘构
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（661）上。 ）被固定在绝缘构件主体（661）上，并传导至电容器
（67）的一个脚（671），并且还与第一金属构件接触而与第一金属构件
（68）传导。 ）第二导电构件，该第二导电构件固定在绝缘构件主体
（661）上，并且导电至电容器（67）的另一脚，并与第二金属构件抵接
而与第二金属构件导电。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/bc70b9fe-43b1-4212-aac6-dc73074285f2
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/058188071/publication/JPWO2017038150A1?q=JPWO2017038150A1

